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薬剤科の新設備紹介
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　平成17年７月に当時新設となった外来棟に薬剤科はありま
す。調剤室、一般製剤室、無菌製剤室、医薬品情報室、事務室、
倉庫と６部屋で業務を行っています。およそ２０年前に移設し
てきた設備の幾つかは現役で運用していますが、今回はこの
１年で整えることができた新しい設備をご紹介いたします。

薬剤科の
設備紹介

　Sphereはサーバー１台、端末PC３台からなるシステムであ
り、電子カルテから送られてくる薬剤部門に関するデータを常
時、受信して処方せん、薬袋、注射ラベルの発行、薬剤の相
互作用の確認、錠剤分包機、散剤調剤監査システムへのデー
タ送信を主に行っています。最新型の調剤支援システムで三
重県では初の運用となります。昨年３月の導入のため、新しい
処方せん、薬袋にもう違和感はないと思いますが、今でも各
種レイアウトや記載項目、薬袋のサイズ選択方法など細かく変
更、アップデートを行っています。
　調剤支援システムの更新と同時に錠剤分包機と散剤分包機
も更新を行いました。
　錠剤の一包化は服薬アドヒアランスの
向上にも繋がる有益な調剤方法ですが、
今回の錠剤分包機はコンパクトながら、
分包スピードが速かったり、印字フォン
トの対応範囲が拡大されていたり、さら
に半錠などを手動でセットする際のLED
ガイドやバーコードを用いた錠剤充填確
認など安全性機能も充実しています。
　散剤分包機は単純に粉薬の調剤だけ
ではなく、錠剤やカプセルを服用できな
い場合や規格単位外（例えば0.3錠分など）を投与したい場合
にも粉砕、脱カプセルを行い粉末化して調剤するときに使用し
ます。薬剤科では２台の散剤分包機を運用していますが、分
包紙への印字が手動で制限があった１台を更新することによ

り、散剤調剤業務が以前よりス
ムーズになりました。

　無菌製剤室にはクリーン
ベンチが備え付けられてい
ます。更新前の機種は昭和
に導入されたものであり、
さすがにメンテナンスが難
しくなったため昨年の更新
となりました。
　コロナウィルスワクチン
や治療用アレルゲン、治験薬の調整にと活躍して
います。

　アレルギー科、皮膚科などからは様々な２種以
上の軟膏混合の処方がでます。処方数も量も少な
くないため、軟膏ヘラで全て均一になるように混
合する作業には時間がかかります。
　今年、新規導入が叶ったこの機械は、２種以上
の軟膏を量りとった容器をセットすると、容器内部
で強く撹拌が起こるように回
転させ、１分足らずで混合
を完成させます。後片付け
も減り、技術も必要なく、
脱気もされるため見た目も
滑らかとメリットばかりです。
現在使用中の軟膏容器では
50ｇまでしか機械に対応で
きないため、新しい100ｇ
容器を調達中です。
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　今回、紹介した設備以外にも薬剤科業務の一助になるように環境を整えることがで
きましたのは、他部門その他のご理解、ご協力があったおかげです。薬剤科といたしま
しては、より質の高い薬物治療の提供を行うことで還元していきますので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　             （薬剤科　平松  匡邦）
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